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がんは罹患率・死亡率ともに高い
難治がんです。この手ごわい相手
に、長尺クーパーと呼ばれる約30㎝

の医療用ハサミを「逆さ持ち」という握り方
で自在に操り、病巣に挑んでいます。急増し
ている小型肺がんに対しては、自らが開発
した「ハイブリッドVATS」アプローチによっ
て肺活量温存手術である高難度の区域切
除を行っています。

「VATS」とは胸腔鏡手術のことで、従来の開
胸手術と比べて傷が小さく、筋肉やろっ骨を
切断しないため術後の痛みや機能の悪化が
軽減され、社会復帰を早めることができます。
皮膚切開は2カ所で、その長さは1㎝の胸腔
鏡挿入口と4～5㎝の手術操作口。肺がんの
99％に対してこのVATSを実施しています。
従来、肺がん手術では小さな腫瘍であって
も、腫瘍の存在する肺葉を完全に取り除くこ
とが標準でした。しかし、小型肺がんであれ
ば区域切除などの縮小手術で、がん根治手


